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【調査研究の目的】  

認可外保育施設の認可保育所等への移行を考えるうえでの阻害要因などを把握し、対

応の方向性を検討する。 

 

【実施内容】 

（1）検討委員会の設置・運営 

（2）認可外保育施設に対するアンケート調査 

（3）自治体に対するアンケート調査 

（4）認可外保育施設・自治体へのヒアリング調査 

（5）移行阻害要因及び対応策の検討 

（6）報告取りまとめ 

 

【主な調査結果】 

⚫ 認可保育所等への移行に向けた課題としては、「移行に必要な資源（資金・土

地等）の確保」、「自治体として運営事業者の募集をしていない」、「既存の

施設・設備では認可施設の設備基準（保育室等の建物部分）」を満たすことが

できない」が多く挙げられる。 

⚫ 認可移行を政策として進めていない大きな要因は、保育の受け皿が管内の認可

保育所等で充足していると考えていることが挙げられる。待機児童の解消によ

って認可保育所等を増やす予定がないという意見もみられる。 

 

【調査結果を踏まえて整理した課題】 

⚫ 認可外保育施設の認可移行が十分に進まない要因として、自治体の方針による

ところ、施設の問題によるところの双方が想定される。 

⚫ 認可外保育施設の認可移行についてさらなる促進を考えるうえでは、認可移行

を進める流れに応じて課題を整理し、取組の方向性を考えることが効果的と考

えられる。 

⚫ 今後、自治体および認可外保育施設それぞれの視点から課題・論点についてそ

の方向性を明確にしていくことが必要である。 

 

【課題解消に向けた論点】 

（論点1）今後新規に認可保育所等を増やす予定がない自治体においてどのような対応

を図るべきか 

（論点2）認可移行に関する条件・対象などの周知策、情報提供はどのようにすべきか 

（論点3）認可移行を進める際、自治体がどこまで支援すべきか 

（論点4）認可保育所等への即時の移行が難しい状況の場合、どのような方策が考えら 

（論点5）認可外保育施設としての運営を維持する場合の対応をどう考えるか 

以上 


